
☆
５
周
年
迎
え
た

神
戸
井
筒
会

関
西
歌
舞
伎
を
育
て
る
会
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
実
川
延

若
丈
の
後
援
会
〃
神
戸
井
筒
会
″

が
は
や
５
周
年
を
迎
え
、
そ
の

総
会
を
か
ね
た
延
若
丈
を
囲
む

集
い
が
、
２
月
型
日
生
田
神
社

会
館
で
約
測
名
が
集
ま
っ
て
開

か
れ
た
。

森
実
勉
一
さ
ん
の
開
会
の
辞

と
経
過
報
告
、
井
上
篤
さ
ん
の

会
計
報
告
の
後
、
延
若
丈
が
素

踊
り
長
唄
「
越
後
獅
子
」
を
披

露
。
宮
崎
辰
雄
後
援
会
長
も
、

病
後
の
元
気
な
姿
で
伝
統
芸
術

の
文
化
を
育
て
る
決
意
を
見

せ
、
会
員
の
故
秋
田
実
氏
の
夫

人
に
貢
献
さ
れ
た
故
人
に
記
念

品
を
贈
呈
し
た
。

嶋
連
太
郎
の
芸
名
で
活
躍
し

た
岡
田
仁
さ
ん
が
司
会
。
芹
洋

１
１３０

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

Ｉ

★
春
木
一
夫
出
版
記
念
会

大
盛
況
ノ
． ☆
神
戸
の
集
い
か
ら

春
木
一
夫
夫
妻
花
束
を
受
け
る

郷
土
作
家
の
春
木
一
夫
さ
ん

が
「
兵
庫
史
の
謎
」
（
神
戸
新
聞

出
版
セ
ン
タ
ー
）
「
阪
神
間
の

謎
」
を
出
版
。
２
月
虹
日
夜
、

ラ
イ
ト
ゆ
か
り
の
武
庫
川
女
子

大
寮
で
出
版
記
念
会
が
開
か
れ

た
。
司
会
は
難
波
宏
影
さ
ん
。

激
励
の
言
葉
は
、
天
野
利
武
、

小
池
義
人
、
灰
谷
健
次
郎
さ
ん

か
ら
。
春
木
さ
ん
の
人
柄
を
反

映
し
て
約
知
人
近
い
出
席
者
に

会
場
は
大
盛
況
。
乾
杯
は
山
本

猛
夫
さ
ん
。
余
興
に
は
、
藤
村

京
子
さ
ん
の
歌
曲
、
中
尾
典
子

西
田
武
司
さ
ん
、
村
上
清
美
、

浅
尾
寿
美
さ
ん
、
難
波
さ
ん
、

堀
郁
子
さ
ん
ら
が
ニ
ュ
ー
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
か
ら
シ
ャ
ン
ソ
ン
ま

で
様
々
。

中
で
も
中
村
米
子
舞
踊
研
究

所
の
沖
縄
舞
踊
が
圧
巻
で
あ
っ

た
。

子
さ
ん
の
歌
に
会
場
が
湧
き
、

宝
塚
の
生
徒
さ
ん
達
の
歌
に
大

合
唱
と
和
気
藷
々
だ
っ
た
。

●
事
務
局
／
生
田
神
社
社
務
所
内
井
上

篤
衝
（
辿
三
八
五
一
年
会
賞
２
万
円

法
人
５
万
円
３
人
迄

☆
松
本
尚
蒔
受
賞
パ
ー
テ
ィ

邦
舞
家
の
松
本
尚
蒔
さ
ん
が

昨
冬
大
和
屋
の
能
舞
台
で
舞
っ

た
自
ら
の
作
舞
に
よ
る
「
春

駒
」
に
よ
り
、
こ
の
ほ
ど
大
阪

文
化
祭
賞
奨
励
賞
を
受
賞
。

３
月
２
日
午
後
６
時
か
ら
、

受
賞
を
祝
う
会
が
、
明
石
商
工

会
議
所
で
開
か
れ
約
剛
人
が
集

っ
た
。
歌
人
の
木
村
栄
次
さ
ん

に
よ
る
開
会
の
こ
と
ば
に
続
い

て
、
ご
主
人
の
久
田
徹
二
さ
ん

の
一
調
を
舜
一
さ
ん
の
鼓
で

「
屋
嶋
」
が
。
香
取
洋
子
さ
ん

の
地
唄
「
靭
猿
」
。
松
本
幸
三

さ
ん
の
唄
、
春
重
さ
ん
の
琴
に

一
一
今
云
い
の
〈
云
一

一
一
好
を
緑
の

一
内
一
愛
い
良
々

一
率
一
》
鐸
宰
稚
垂

一
イ
ー
お
の
な
確
一

壱
↓
一
塞
誹
》
》
。
一

一
パ
ー
は
る
な
元
。
す

一
恥
「
》
》
一
計
》
》
一

一
一
小
結
に
た
第
員

延若丈を囲んで。右端が宮崎会長

・
て
抗
銅
宅
松
本
尚
蒔
さ
ん
を
囲
ん
で

る
「
春
よ
る
「
平
城
山
」
・
今
岡
頚
子
さ

ど
大
阪
ん
の
ド
ピ
シ
ィ
ー
「
月
の
光
」

一
賞
。
の
ダ
ン
ス
と
友
情
出
演
が
あ

が
ら
、
り
、
衣
笠
哲
明
石
市
長
さ
ん
の

石
商
工
お
祝
い
の
言
葉
、
明
石
市
医
師

人
が
集
会
会
長
亀
久
磨
さ
ん
に
よ
る
乾

干
次
さ
ん
杯
と
続
き
、
松
尚
さ
ん
は
白
地

に
続
い
に
紺
の
ぼ
か
し
の
美
し
い
き
も

三
さ
ん
の
姿
で
お
礼
の
言
葉
を
の
べ
、

の
鼓
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
垣
田
昭
さ
ん
が
播
州

密
子
さ
ん
人
の
ネ
バ
リ
で
頑
張
っ
て
下
さ

砕
本
幸
三
い
と
個
性
的
な
松
蒔
さ
ん
に
印

の
琴
に
象
的
な
あ
い
さ
つ
を
贈
っ
た
。

嵯
叩
》
鑑
塞
加
》
一

々
ｐ
ン
川
↓
魚
の
２
４
－

》
。
》
》
》
僻
》
蹄
》
》
》
》
》
Ｊ

・
す
㈹
ィ
日
凡
↓
き
ま
案
田
５
は
一

す
で
Ｑ
テ
印
需
嘩
翻
諏
唾
畦
加
蕊
一

骨
班
》
》
》
》
》
》
》
峠
》
》
》
Ｊ

９
Ｂ
Ｏ
Ｌ
ｒ
Ｏ
■
９
６
ｒ
０
１
０
Ｌ
ｒ
０
１
Ｂ
８
け
０
日
Ｂ
６
０
Ｂ
Ｂ
０
Ｉ
Ｂ
１
Ｐ
Ｌ
ｒ
６
砧
Ｉ
０
Ｂ
１
Ｐ
Ｌ
ｒ
Ｏ
１
１
０
６
９
Ｂ
１
ｌ
Ｕ
Ｂ
■
１
５
－
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人
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
松
葉
杖
の
人
の
ロ
ン
グ

ド
レ
ス
、
パ
ン
タ
ロ
ン
、
ス
ー
ツ
露
オ
ー
バ
ー
コ

ー
ト
な
ど
新
作
品
十
二
点
、
義
手
義
足
の
人
、

寝
た
き
り
の
人
な
ど
の
た
め
の
改
良
服
九
点
。

デ
ザ
イ
ン
は
米
田
さ
ん
の
他
中
原
武
志
さ
ん中原さんデザインの作品の前で米田博司さんと

131
１

Ｉ
お
知
ら
せ

⑳
春
の
公
開
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
講
座

４
月
幻
日
（
金
）
立
虹
長
三
さ
ん
（
ナ
ク
ト
・
ア
ト
リ
エ
社
長
）

届
秋
冬
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
傾
向
」

場
所
／
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
ｎ
Ｆ

チ
ケ
ッ
ト
／
一
般
２
０
０
０
円
（
会
員
無
料
）

時
間
／
６
時
閉
場
６
時
半
開
講

お
馴
染
み
に
な
っ
た
立
亀
さ
ん
に
今
回
も
講
師
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
立
地
さ
ん
の
諦
減
の
あ
と
は
意
欲
満
々
に
な
る
と
い
う
感
想
続
出
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出
か
け
下
さ
い
。

●
五
月
例
会

生
田
神
社
宮
司
の
福
田
義
文
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
ま
す
。

●
Ｋ
Ｆ
Ｓ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

九
月
三
十
日
凧
月
堂
地
下
ホ
ー
ル

メ
ン
パ
ー
の
作
品
の
シ
ョ
ー
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
第
１
回
目
の
試
み
。

読
睦
鯉
謡
謬
蕊
擦
痛
老
一
議
齢
雛
翰
宿
騨
」
’

。
今
ど
き
の
若
い
も
の
は

だ
。
た
時
は
：
…
等
鋳
、
そ

の
輔
弼
蝉
溌
唾

な
購
識
難
院
蝿

代
な
潅
繍
建

時
ン
ば
り
の
）
ず
卜
姿

性
塗
篭
蕊
鯛

貢
窯
菱
霧
謙

畢
‐
《
に
解
釈
す
る
に
、
着
る
物

７
１
と
人
の
関
係
が
う
ま
く
い

寡
，
ｈ
》
っ
て
い
る
と
、
別
に
奇
異

、
典
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、

お
〃
か
な
？

れ
か
準
認
鯛
需
濯

｝
」
濡
飛
昔
正
和
”
症
と
華
髭

ナ
ン
ダ
と
は
女
性
の
声
。

「
現
代
若
者
考
」
。
（
２
月
例
会
同
月
堂
於
）

今
ど
き
の
若
い
も
の
は
：
．
…
、
僕
ら
の
若
か

っ
た
時
は
：
．
・
・
・
等
々
、
そ
ん
な
爺
む
さ
い
こ
と

は
い
う
の
は
や
め
よ
う
。
我
ら
ま
だ
ま
だ
若
い

の
で
す
ゾ
、
と
再
決
心
。
そ
こ
で
二
月
例
会
は

「
現
代
風
俗
学
」
の
小
関
三
平
先
生
（
神
戸
女

学
院
大
教
授
）
に
お
願
い
し
た
の
で
し
た
。

群

風
月
堂
２
Ｆ
で
先
生
を
囲
ん
で
会
食
今
年
度
の
成
果

も
期
待
で
き
る
活
動
で
す
。

国
第
一
回
心
身
障
害
者
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
展
示
会

一
年
間
米
田
博
司
さ
ん
を
中
心
に
活
動
し
て
き
た
身
障
者

●
●
●
●

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
が
、
一
年
間
の
総
ま
と
め
の
意
味
も
兼

ね
た
展
示
会
が
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
三
月
十
日
’
三

月
二
十
五
日
）
さ
ん
ち
か
広
場
（
三
月
二
十
九
日
’
四
月
四

日
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

車
椅
子
の
人
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
松
葉
杖
の
人
の
ロ
ン
グ

麹
ソ
フ
ィ
ス
ト
ケ
イ
ト
さ
れ

仲
て
い
く
二
十
一
世
紀
は
、

垂
今
ま
で
の
男
性
的
社
会
構

偲
造
で
は
な
い
の
で
す
。
男

封
た
ち
の
女
性
化
を
嘆
く
こ

毒
と
な
か
れ
、
こ
れ
即
ち

“
「
発
展
」
。
優
し
さ
と
し
た

奇
た
か
さ
の
時
代
へ
移
る
と

義
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

葎
お
話
の
あ
と
コ
ー
ヒ
ー

陸
を
前
に
長
々
と
語
り
合
い

ン
ま
し
た
。
凧
月
堂
の
ご
厚

》
意
に
感
謝
。

－
１

藤
本
ハ
ル
ミ
さ

ん
、
西
条
幹
男

さ
ん
、
田
中
謙

司
さ
ん
、
中
島

正
義
さ
ん
で
し

た
。ま

た
九
月
の

Ｋ
Ｆ
Ｓ
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

に
も
参
加
し
た

い
と
の
こ
と
、
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芯・

ヨ

ジョイント自由広場工

今嘩は､ 神戸に住んでいる。
子供の頃の夢と' 憧れ

文･ ｺ ﾗ ｰ ジｭ 榎忠 <造形作家〉

闇

癖騨票儒寵！

溌
鐸
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●
ジ
ョ
イ
ン
ト
情
報
広
場

ア
リ
ス
・
ス
ー
パ
ー
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
イ
ン
・
タ
キ
ノ

大
自
然
の
息
吹
の
中
で
、
僕
た
ち
の
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ン
。
ア
リ
ス
と
の
青
春
の
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
バ
ス
も
運
行
さ
れ
ま
す
。
さ
あ
、
播
磨
の
空
へ
ひ
と
つ
飛
び
。

４
月
訓
日
（
体
）
開
演
午
後
一
時
三
十
分
（
雨
天
決
行
）

兵
庫
県
立
播
磨
中
央
公
園
パ
ノ
ラ
マ
ス
テ
ー
ジ

Ａ
２
５
０
０
円
Ｂ
２
０
０
０
円

ジ
ョ
イ
ン
ト
三
階
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
好
評
発
売
中
詳
し
く
は
０
７
８
（
３
９
１
）
８
４
９
６
ま
で

拳銃ツのり｜このが
こ銃家をビリ補、励窓い私
うののさンリそんのての
い扱近わのにのでド勉川
ういくら姉は中いに強舎
武方にしさ池をたは中は
器を｜まてんのア ･ 大のＩＩＬＩ
に教友くが上ホあ胞思、

学
校
で
大
人
に
な
っ
た
ら
ど
ん
な
人
に
な
り
た
い
か
と
い
う
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
た
小
張
校
．
・
・
・
川
年
噸
の
こ
と
で
あ
る

凶
画
が
好
き
だ
っ
た
の
で
決
ま
っ
て
「
え
か
き
さ
ん
」
と
か
「
マ

ン
ガ
か
」
と
世
、
い
た
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
沸
け

な
い
私
の
夢
を
侍
っ
て
い
た
そ
れ
は
人
壮
職
人
苫
で
あ
る

133

る
武
器
の
違
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
爽
行
。
そ
し
て
武
器

の
運
搬
、
移
動
は
忍
苦
的
ス
ー
ハ
ー
マ
ン
を
想
像
す
る
…
…
。

だ
か
ら
僕
は
遊
び
は
決
ま
っ
て
チ
ャ
ン
バ
ラ
と
か
忍
肯
ご
っ
こ

を
身
体
を
鍛
え
る
た
め
毎
Ⅱ
や
っ
て
い
た
。
そ
し
て
夜
に
は
昼
の

反
省
を
含
め
て
興
溌
し
き
っ
た
状
態
で
計
画
が
は
じ
ま
る
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
人
川
の
多
い
部
会
に
憧
れ
て
い
た
。

今
は
、
神
戸
に
住
ん
で
い
る
／
、

と
火
壮
殺
人
の
計
伽
が
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
は
じ
ま
る
の
で
あ
る

①
駐
在
所
に
遊
び
に
行
っ
た
時
、
夜
、
拳
銃
を
盗
り
や
す
い
状
態

に
し
て
お
く
。
そ
し
て
ま
ず
ピ
ス
ト
ル
と
卜
．
一
発
の
弾
丸
を
手
に

入
れ
る
。
②
唇
ス
ト
ル
を
使
い
ｆ
備
隊
の
兵
器
庫
、
弾
薬
庫
を
襲

い
数
人
の
見
張
り
を
殺
る
。
そ
し
て
機
関
銃
、
手
投
弾
を
奪
う
。

（
大
砲
は
欲
し
い
が
・
人
で
動
か
せ
な
い
…
…
）
３
町
の
人
が
多
く

集
ま
る
場
所
を
チ
ェ
ッ
ク
、
映
側
館
、
駅
な
ど
を
順
硲
を
決
め
て

殺しあすは‘家がこい達つ
しみげる間族すろにも
ても人とに上ごにと駄
いがが、合人く、‐』’１
るき逃どわ皆簡まてに
姿血げうな殺聴ずはな
がをまだいしに槻深る
浮はどろ。進．兄夜
んきうう食ビむ弟で
で、姿‘ｌｆスこをあ
くそを他Ｉ ､ トトと段る

・らきそ襲
張，汁てこう
節’１１１泣く:．、,j）
のがきタヒ３
礎進叫・ぬあ
りまびまも
やな、でｌ
雌〈似ｌ心し
ｌＩなに職力、
のり弓 - 1 - 1
筑駄やも ､
分’１めの二
でにてだの
計なくが上〔 1
1 1 ｍるれ昨ｉ二
が え衆：上
色ｌの喋
々昌’ | ’茶
ととか搾
変ぃらに
わう雌包
る所親川
かでがさ
らいⅢれ
I l I i i って、

ジーニンケラｲプ･スドアー･ショインI、

Ji哩雛
〒65 0 神戸池$ ､ 減ご蔀1 1 ｍ詑岳地』
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閣
国
喝
。
関
圏

大
丸
前
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
・
セ
リ
ザ
ワ
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の

前
に
立
ち
止
ま
っ
て
覗
い
て
い
る
お
酒
落
な
人
の
姿
を
よ
く
見
か

け
る
。
今
回
は
特
に
紳
士
物
を
中
心
に
、
社
長
芹
津
豊
男
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
た
。

ｌ
セ
リ
ザ
ワ
に
メ
ン
ズ
の
部
門
が
で
き
た
の
は
い
つ
頃
旗
ん
で

す
か
？

芹
津
「
メ
ン
ズ
と
し
デ
ィ
ス
に
店
を
分
け
た
の
が
二
十
一
年
前
、

大
丸
前
店
を
改
装
し
た
時
か
ら
で
す
。
そ
れ
以
前
は
両
方
を
一
緒

に
店
に
置
い
て
い
ま
し
た
。
セ
ー
タ
ー
や
靴
下
な
ん
か
を
、
婦
人

物
と
一
緒
に
並
べ
て
い
た
ん
で
す
。
昔
は
み
ん
な
そ
う
で
し
た
で

し
よ
、
一
軒
の
店
に
男
物
も
女
物
も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
頃
一

番
メ
イ
ン
の
商
品
は
紳
士
物
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
レ
タ
で
し

た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
レ
タ
と
い
う
の
も
、
当
時
は
少
な
か
っ
た
で

ＦＡＳＨＩＯＮ

’
3４

｢ メンズのトータルファッションを」と芹潔さん

神
戸
の
紳
士
服
店
八
４
Ｖ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
セ
リ
ザ
ワ

●
本
物
の
セ
ン
ス
、
本
当
の
お
酒
落

ソ
フ
ィ
ス
ト
ケ
イ
ト
が
基
本
で
す
。

芹
深
豊
男
八
ブ
テ
ィ
ッ
ク
・
セ
リ
ザ
ワ
社
長
Ｖ

軽奄

す
ね
。
二
十
一
年
前
と
い
う
と
メ
ン
ズ
の
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
店
は
全
く
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
い
程
だ
っ
た
ん
で
す
。
洋

服
屋
さ
ん
は
、
神
戸
で
す
か
ら
立
派
な
店
が
あ
る
の
で
す
が
、
い

わ
ゆ
る
ブ
テ
ィ
ッ
ク
が
な
か
っ
た
の
で
す
よ
」

ｌ
そ
う
い
う
紳
士
物
の
卜
‐
ダ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
考
え
ら
れ

た
と
い
う
の
は
、
婦
人
服
部
門
も
さ
れ
て
い
た
か
ら
の
発
想
の
よ

う
で
す
ね
。

芹
津
「
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
婦
人
服
は
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
そ
し
て
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
プ
レ
タ
と
並
行
し
て
、
海
外
ブ
ラ
ン
ド
の
セ
ン
ス
の
い
い

製
品
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
、
今
は
そ
の
輪
入
物
が
中
心
で
す
」

ｌ
プ
レ
タ
に
も
、
神
戸
ら
し
さ
と
い
う
の
は
あ
，
ま
す
か
．

芹
津
「
元
々
神
戸
の
人
た
ち
は
格
調
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
ヤ
ン
グ
志
向
で
は
決
し
て
な
い
、
と
い
う
こ

と
は
、
反
面
遊
び
着
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
も
今
で
は

既
製
品
で
育
っ
て
き
た
年
令
層
が
増
え
て
き
ま
し
た
で
し
よ
。
ブ

ル
ゾ
ン
型
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
サ
フ
ァ
リ
ス
ー
ッ
、
素
材
で
は
コ
ー
デ

ュ
ロ
イ
や
デ
ニ
ム
と
い
っ
た
遊
び
着
の
感
覚
で
着
る
物
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
で
も
決
し
て
安
物
買
い
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
、
本

物
志
向
と
い
う
の
か
、
本
当
に
良
い
物
を
選
ぶ
人
の
多
い
の
が
神

戸
の
特
徴
で
し
ょ
う
。
紳
士
物
で
も
婦
人
物
で
も
そ
れ
は
同
じ
で

す
」ｌ

レ
デ
ィ
ス
と
メ
ン
ズ
の
両
方
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
と

男
性
と
女
性
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
を
比
べ
ら
れ
て
面
白
い
で
し

ょ
う
ね
。
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１
１３６
１

＜1 6 ＞

淀
川
長
治

八
映
画
評
論
家
Ｖ

ジ
ヤ
ンー１

Ｊ
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
死

と
い
え
ば
大
衆
ご
の
み
の
「
火
花
す
る
恋
」
に
感
激
し
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。
こ
こ
が
と
て
も
面
白
い
。

そ
し
て
三
十
才
の
と
き
妻
の
デ
デ
に
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
エ
ス
ラ
ン

と
い
う
芸
名
を
つ
け
て
「
水
の
娘
」
（
一
九
二
四
）
一
時
間
二
十
分

の
監
督
第
一
作
を
発
表
し
た
。
第
二
作
は
同
じ
く
妻
を
主
演
に
「
女

優
ナ
ナ
」
ゾ
ラ
原
作
を
映
画
化
し
た
。
一
九
一
一
六
年
作
。
こ
れ
は

翌
年
昭
和
二
年
に
日
本
で
も
封
切
ら
れ
私
は
こ
れ
を
見
た
の
だ
が

映
画
人
で
な
い
画
家
が
映
画
と
い
う
も
の
を
監
督
し
製
作
し
た
と

い
う
よ
う
な
白
と
黒
が
画
而
に
非
常
に
鮮
や
か
に
印
象
づ
け
ら
れ

た
映
画
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
エ
ス
ラ
ン
の
顔
の
メ

、
、
、

イ
キ
ャ
ッ
プ
が
石
こ
う
の
よ
う
に
真
白
で
、
目
と
唇
は
当
時
の
ア

メ
リ
カ
の
人
気
女
優
グ
ロ
ォ
リ
ァ
・
ス
ワ
ン
ソ
ン
そ
っ
く
り
の
メ

イ
キ
ャ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
一
九
七
九
年
二
月
十
二

日
に
ア
メ
リ
カ
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ピ
バ
リ
ー
・
ヒ
ル
ズ
の
自
宅

で
病
死
し
た
。
八
十
四
才
だ
っ
た
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
よ
り
五
才
下
。

フ
エ
ェ
デ
ィ
よ
り
九
才
下
。
デ
ュ
ヴ
ィ
ヴ
ィ
エ
よ
り
二
才
上
。
ク

レ
ー
ル
よ
り
四
才
上
。
そ
し
て
ス
ト
ロ
ハ
イ
ム
よ
り
九
才
下
。
こ

れ
で
ジ
ャ
ン
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
時
代
が
想
像
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
映
画
作
品
は
中
篇
も
ふ
く
め
て
一
九
六
二
年

ま
で
に
三
十
五
本
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
封
切
ら
れ
た
の
は
「
ナ
ナ
」

「
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」
三
十
二
分
「
素
晴
ら
し
き
放
浪
者
」
「
ピ

ク
ニ
ッ
ク
」
四
十
分
「
ど
ん
底
」
「
大
い
な
る
幻
影
」
「
獄
人
」
「
南

部
の
人
」
「
河
」
「
フ
レ
ン
チ
・
カ
ン
カ
と
「
恋
多
き
女
」
「
草
の
上

の
昼
食
」
の
十
二
本
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
ル
ノ
ワ
ー
ル
と
し
て

最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
「
大
い
な
る
幻
影
」
最
も
日
本
で
人
気
を

た
だ
映
画
が
好
き
だ
っ
た
…
…
と
い
う
育
ち
の
い
い
少
年
が
ジ

ャ
ン
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
も
っ
て
生
れ
た

八
性
格
Ｖ
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
彼
が
偉
大
な
る

画
家
ル
ノ
ワ
ー
ル
（
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
）
の
血
を
ひ
い
て
い
た
こ

と
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
経
歴
を
み
る
と
映
画
が
作
れ
な
け
れ
ば
死
ん

で
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
育
ち
で
は
な
い
。
一
八
九
四
年
（
明
治

二
十
七
年
）
九
月
十
五
日
パ
リ
の
モ
ン
マ
ル
ト
ル
で
画
家
の
次
男

と
し
て
生
れ
た
ジ
ャ
ン
は
高
校
時
代
ア
メ
リ
カ
映
画
に
夢
中
に
な

っ
た
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
映
画
は
同
じ
映
画
を
二
回
も
三
回
も
見

た
。
そ
れ
は
長
兄
の
ピ
ェ
ー
ル
に
す
す
め
ら
れ
て
見
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
で
お
そ
ら
く
二
十
五
才
こ
ろ
の
「
キ
ッ
ド
」
の
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
ま
え
の
高
校
生
の
こ
ろ
は
ア
メ
リ
カ
映
画
の

連
続
活
劇
と
グ
リ
フ
ィ
ス
の
映
画
に
か
よ
い
つ
め
、
リ
リ
ア
ン
・

ギ
ッ
シ
ュ
と
パ
ー
ル
・
ホ
ワ
イ
ト
の
熱
心
な
フ
ァ
ン
と
な
り
高
校

生
の
こ
ろ
は
パ
ー
ル
・
ホ
ワ
イ
ト
と
い
う
あ
だ
宅
ま
で
つ
け
ら
れ

た
。
二
十
才
の
こ
ろ
は
第
一
次
大
戦
の
騎
兵
に
な
っ
て
い
た
が
大

と
う
き

腿
部
に
重
傷
を
う
け
て
除
隊
し
て
か
ら
は
陶
器
づ
く
り
に
父
親
ゆ

ず
り
の
芸
術
の
は
け
ぐ
ち
を
充
た
し
て
い
た
。
ゆ
く
ゆ
く
は
陶
芸

家
に
な
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
こ
ろ
父
の
モ
デ

ル
の
デ
デ
と
結
婚
し
た
。
二
十
五
才
の
と
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

一
九
二
三
年
の
一
一
十
九
才
の
と
き
イ
ヴ
ァ
ン
・
モ
ジ
ュ
ー
ヒ
ン
監

督
主
演
の
「
火
花
す
る
恋
」
を
見
る
に
い
た
っ
て
映
画
を
生
涯
の

職
業
に
と
決
心
し
た
。
こ
の
年
に
は
ガ
ン
ス
の
「
鉄
路
の
白
醤
蔽
」

ヴ
ォ
ル
コ
フ
監
督
モ
ジ
ュ
ー
ヒ
ン
主
演
「
キ
ー
ン
」
と
い
う
当
時

評
判
の
名
作
が
あ
っ
た
の
に
ジ
ャ
ン
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
ど
ち
ら
か
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戦箪
：Ｉ

呼
ん
だ
の
は
「
フ
レ
ン
チ
・
カ
ン
カ
ン
」
。
こ
の
二
本
だ
け
で
日
本

で
は
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
知
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
気
が
か
り

に
も
な
る
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
死
に
当
り
ル
ノ
ワ
ー
ル
映
画
の
名
作

記
念
上
映
を
心
か
ら
ね
が
っ
て
や
ま
な
い
。
ど
う
し
て
日
本
で
は

僅
か
十
一
一
本
の
み
し
か
上
映
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。
ひ
と
こ
と
で

は
い
い
き
れ
ま
い
が
（
や
わ
ら
か
）
す
ぎ
（
ゆ
た
か
）
す
ぎ
（
上

品
）
す
ぎ
（
皮
肉
）
す
ぎ
、
つ
ま
り
日
本
人
向
き
で
は
な
い
と
興

行
者
が
ひ
と
り
ぎ
め
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
大
い
な
る
幻
影
」
は

ル
ノ
ワ
ー
ル
の
代
名
詞
と
な
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
こ
れ
は
世
界
人
の

心
を
暖
め
た
。
日
本
で
は
ズ
タ
ズ
タ
に
切
ら
れ
た
フ
ィ
ル
ム
の
上

映
の
あ
と
こ
れ
が
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
手
で
完
成
さ
れ
て
か
ら
そ
の
完

・
へ
き
な
ノ
ー
・
カ
ッ
ト
・
フ
ィ
ル
ム
が
日
本
で
や
っ
と
上
映
さ
れ

た
の
は
な
ん
と
そ
れ
か
ら
三
十
九
年
も
た
っ
た
一
九
七
六
年
で
あ

っ
た
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
一
九
四
○
年
パ
リ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
逃
れ

六
本
を
ア
メ
リ
カ
で
作
っ
て
い
る
が
そ
の
う
ち
の
二
本
「
南
部
の

人
」
（
一
九
四
五
）
「
河
」
（
一
九
五
一
）
は
日
本
で
も
さ
い
わ
い
上

映
さ
れ
た
が
「
南
部
の
人
」
は
移
動
労
働
者
一
家
の
春
と
夏
と
秋

と
冬
の
貧
困
の
生
活
が
哀
れ
に
、
し
か
も
実
に
暖
か
く
描
か
れ
、

「
河
」
は
イ
ン
ド
に
出
か
け
て
と
っ
た
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
色
彩
第
一

作
。
ガ
ン
ジ
ス
の
ほ
と
り
の
三
人
の
少
女
の
早
春
を
描
い
て
こ
れ

は
実
に
詩
情
あ
ふ
れ
た
名
作
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
の
踊
り
イ
ン
ド

の
祭
典
の
そ
の
色
彩
の
美
し
さ
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
こ
の
あ
と
フ
ラ

ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
合
作
「
黄
金
の
馬
車
」
ア
ン
ナ
・
マ
ニ
ャ
ー
ニ

主
演
を
と
っ
た
あ
と
、
何
年
ぶ
り
か
で
パ
リ
に
か
え
っ
て
「
フ
レ

ン
チ
・
カ
ン
カ
ン
」
を
と
っ
た
。
パ
リ
へ
の
郷
愁
が
燃
え
あ
が
っ

た
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
映
画
美
術
。
「
河
」
で
は
サ
タ
ジ
ッ
ト
・
レ
イ

ガ
ル
ノ
ワ
ー
ル
に
師
事
し
た
。
「
十
字
路
の
夜
」
（
一
九
三
二
）
の

助
監
督
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ベ
ッ
ケ
ル
。
「
ト
ー
こ
（
一
九
三
五
）
の
助

監
督
は
ル
キ
ノ
。
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
・
「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
（
一
九
三

六
）
の
助
監
督
は
ジ
ャ
ッ
ク
。
ベ
ッ
ケ
ル
、
イ
ヴ
・
ア
レ
グ
レ
、

ル
キ
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
で
あ
る
。
こ
の
あ
い
だ
の
イ
タ
リ
ア

の
ヴ
イ
ス
コ
ン
テ
イ
の
死
と
、
こ
ん
ど
の
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ノ
ワ
ー

ル
の
死
。
私
は
映
画
界
の
二
大
富
豪
を
失
っ
た
さ
び
し
さ
を
受
け

た
。
そ
の
富
豪
と
は
八
偉
大
な
る
芸
術
Ｖ
そ
の
人
の
こ
と
で
あ
る
。

７
１
３
１
１

ｒ大いなる幻影｣ ( 1 9 3 7 年製作)より。
同年のベネチア映画祭芸術映画賞を受けた。
日本でノーカット．フイルムの初公開は3 6 年後の1 9 7 6 年。

議
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八
帥
Ｖ

デ
ィ
ス
コ
と
は
面
白
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
原
理
恵
の
よ
う
な
デ
ィ
ス
コ
レ
デ
ィ
ー
ば
か
り
が
踊
り
狂
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
…
…
。

聞
く
と
見
る
で
は
大
違
い
／

見
る
と
や
る
と
で
は
こ
れ
ま
た
大
違
い
ノ

ュ
サ
ュ
サ
お
ち
ち
を
、
上
下
に
ゆ
す
っ
て
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
を

踊
り
に
来
て
い
る
小
便
く
さ
い
雑
魚
は
さ
し
お
こ
う
。

彼
女
等
は
レ
デ
ィ
ー
の
中
に
は
は
い
ら
ぬ
か
ら
だ
。

中
原
理
恵
の
よ
う
な
レ
デ
ィ
ー
は
ど
こ
を
見
渡
し
て
も
見
当
ら

ぬ
。そ

れ
は
幻
の
デ
ィ
ス
コ
レ
デ
ィ
ー
だ
。

と
す
れ
ば
、
残
る
は
、
年
増
レ
デ
ィ
ー
ノ

「
ち
よ
っ
く
ら
粉
か
け
て
見
よ
う
／
，
」

と
こ
ろ
が
立
つ
ま
で
も
な
く

年
増
レ
デ
ィ
ー
が
踊
り
な
が
ら
こ
ち
ら
へ
近
づ
い
て
来
た
。

そ
こ
で
私
も
踊
り
の
中
へ
加
わ
っ
て
行
っ
た
。
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン

ス
と
い
う
の
は
、
昔
の
社
交
ダ
ン
ス
の
よ
う
に
男
女
一
対
一
ず
つ

で
き
っ
ち
り
組
ん
で
踊
ら
な
い
。

誰
の
相
手
が
誰
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
仮
り
に
最
初
は
二
人
で

踊
り
出
し
て
も
途
中
で
ど
の
よ
う
に
流
れ
流
れ
て
、
い
つ
の
間
に

か
相
手
が
変
わ
っ
て
い
た
り
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
踊
っ
て
い
る

こ
と
だ
っ
て
ザ
ラ
で
あ
る
。

男
女
一
対
に
限
ら
ず
、
男
男
、
女
女
、
種
々
雑
多
な
組
合
わ
せ

を
楽
し
め
る
。
男
女
女
、
女
男
男
で
踊
っ
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気

も
味
わ
え
る
の
だ
。

面
白
い
も
の
で
あ
る
。

１
１３８
１

た
だ
す

細
川
董
八
文
と
震
え
／
哲
学
者
Ｖ

踊
り
の
中
へ
加
わ
れ
ば
誰
と
で
も
友
達
に
な
れ
る
し
、
ま
た
、
そ

う
い
う
同
志
感
、
親
密
感
が
肉
体
の
躍
動
を
通
じ
て
湧
き
上
り
伝

わ
っ
て
こ
そ
デ
イ
ス
コ
ダ
ン
ス
な
の
だ
。

デ
ィ
ス
コ
と
い
う
言
葉
か
ら
し
て
円
盤
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
語
か

ら
き
て
い
る
。

円
い
も
の
す
な
わ
ち
レ
コ
ー
ド
で
あ
る
。

レ
コ
ー
ド
音
楽
に
あ
わ
せ
て
踊
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
く
ら
丸
い
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
で
は
面
白
く
な

い
０円

い
も
の
な
ら
、
な
ん
で
も
デ
ィ
ス
コ
だ
。

円
い
輪
に
な
っ
て
踊
る
の
が
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
で
は
な
い
か
ノ
．

ホ
ー
ル
を
ぐ
る
ぐ
る
廻
れ
ぱ
い
い
の
だ
。

と
に
か
く
、
私
も
踊
り
の
輪
に
加
わ
っ
た
。

さ
き
ほ
ど
の
年
増
レ
デ
ィ
ー
も
、
自
分
の
年
令
を
考
え
て
か
、

私
の
方
へ
踊
り
な
が
ら
近
づ
い
て
来
た
の
だ
ろ
う
。

不
思
議
な
も
の
で
、
い
さ
さ
か
デ
ィ
ス
コ
に
場
違
い
な
、
高
年

令
者
は
お
互
い
い
つ
の
間
に
か
近
づ
い
て
集
ま
っ
て
来
る
も
の

だ
。私

も
頭
は
う
す
い
が
、
も
う
一
人
頭
の
う
す
い
知
り
合
い
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
ど
う
も
そ
の
年
増
レ
デ
ィ
ー

は
所
属
し
て
い
る
ら
し
い
の
だ
。

ひ
と

「
こ
の
女
、
一
二
田
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
来
て
ま
す
ね
ん
。
踊
っ

た
げ
て
下
さ
い
」

と
踊
り
な
が
ら
そ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
横
合
い
か
ら
私
に
声
を

か
け
た
。

「
お
上
手
で
す
な
あ
」

デ
ィ
ス
コ
レ
デ
ィ
ー
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Ｉ

「
私
バ
レ
ー
や
っ
て
た
か
ら
」

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
？
」

「
い
や
モ
ダ
ン
」

「
道
理
で
。
天
才
的
で
す
な
あ
？
」

「
い
や
、
そ
ん
な
。
だ
け
ど
私
踊
り
好
き
や
の
／
」

と
彼
女
は
相
当
に
派
手
に
身
体
を
動
か
し
て
、
心
の
真
底
か
ら
踊

り
を
あ
け
つ
ぴ
ろ
げ
に
楽
し
ん
で
み
せ
る
の
だ
。

顔
は
中
低
く
な
、
昔
の
マ
ン
ガ
に
出
て
く
る
ベ
テ
ィ
ー
ち
ゃ
ん

の
よ
う
な
フ
ァ
ニ
ィ
ー
フ
ェ
イ
ス
、
悪
く
い
え
ば
チ
ン
ク
シ
ャ
な

の
だ
。
し
か
し
、
開
放
的
で
人
な
つ
こ
く
可
愛
げ
が
あ
っ
て
、
憎

め
な
い
と
こ
ろ
が
大
し
た
魅
力
だ
。
小
柄
だ
が
踊
り
で
き
た
え
た

だ
け
あ
っ
て
身
体
が
し
な
や
か
だ
。
タ
イ
ツ
姿
の
露
出
に
な
れ
て

い
る
の
か
、
胸
の
大
き
く
あ
い
た
柔
く
う
す
い
布
地
の
ド
レ
ス
の

裾
が
ゆ
れ
て
開
い
て
も
一
向
に
彼
女
は
気
に
な
ら
な
い
。

男
に
、
踊
る
姿
を
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
快
感
さ
え
覚
え
て
、

ま
る
で
麻
薬
患
者
の
よ
う
に
舞
い
踊
る
の
だ
っ
た
。

彼
女
は
裸
身
を
さ
ら
す
よ
う
に
踊
り
つ
づ
け
た
。
さ
な
が
ら
春

遊
び
歩
い
て
い
る
と
い
う
の
だ
。

息
子
付
き
の
方
も
、
息
子
の
友
人
の
話
で
は
、
最
近
、
旦
那
の

会
社
が
倒
産
し
か
か
っ
た
上
に
、
旦
那
が
女
を
作
っ
た
と
い
う
。

そ
の
う
さ
は
ら
し
に
彼
女
は
デ
ィ
ス
コ
通
い
し
て
い
る
と
い
う
。

あ
あ
ノ
デ
ィ
ス
コ
レ
デ
ィ
ー
は
優
雅
ど
こ
ろ
の
話
で
は
な
い

の
だ
。

「
も
し
も
し
、
あ
な
た
？
子
供
元
気
に
し
て
る
？
」

三
田
の
家
で
、
一
一
人
の
子
供
と
留
守
番
し
て
い
る
旦
那
に
バ
レ

ー
の
デ
ィ
ス
コ
レ
デ
ィ
ー
は
電
話
し
て
い
る
。
旦
那
も
、
二
人
の

女
の
所
へ
通
う
た
め
に
は
、
彼
女
が
デ
ィ
ス
コ
へ
出
掛
け
る
夜

は
、
夜
中
過
ぎ
ま
で
子
守
り
を
引
き
受
け
る
の
で
あ
る
。

「
電
話
し
と
い
た
か
ら
、
も
う
大
丈
夫
」

と
は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら
、
私
の
右
ヒ
ザ
の
上
に
向
う
む
き
に
、
ど
っ

か
と
彼
女
は
腰
を
下
し
た
。
上
気
し
て
濡
れ
た
女
の
温
か
さ
が
ひ

ざ
か
ら
伝
わ
っ
て
来
て
私
は
反
射
的
に
彼
女
を
抱
き
し
め
る
と
、

彼
女
は
ク
ル
ッ
と
ふ
り
む
い
て

「
や
さ
し
い
先
生
／
、
大
好
き
ノ
．
」
と
私
に
し
が
み
つ
い
て
来
た
。

９
１
３
１
１

に
狂
う
蝶
の
よ
う
だ
っ
た
。
も
う
一
匹

の
似
た
よ
う
な
年
増
の
蝶
が
、
舞
い
な

が
ら
近
づ
い
て
い
て
き
た
。
踊
っ
て
い

る
相
手
は
、
彼
女
の
息
子
の
友
人
だ
っ

た
。
す
ぐ
そ
ば
で
も
う
一
人
の
青
年
が

踊
っ
て
い
る
。

「
息
子
で
す
」

と
彼
女
は
自
慢
そ
う
に
踊
り
な
が
ら
紹

介
し
た
。

年
増
の
上
に
息
子
づ
き
で
は
こ
ち
ら

も
興
が
乗
ら
な
い
。
同
じ
へ
ち
や
な
ら

ま
だ
バ
レ
ー
の
方
が
ま
し
で
あ
る
。

デ
ィ
ス
コ
す
る
な
ら
彼
女
と
な
ら
、

し
て
み
て
も
い
い
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
内
緒
話
に
耳
を
傾
け
る
と
、
バ
レ
ー

の
女
の
方
は
医
者
の
旦
那
に
女
が
二
人

も
い
て
、
彼
女
も
は
ら
い
せ
に
一
人
で

’
一

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



トリドリという名もユニ

レ
ン
ガ
造
り
の
新
し
い
ピ
ル
第

一
生
命
ビ
ル
の
１
階
に
哩
月
開

店
し
た
カ
ト
レ
ヤ
。
ホ
テ
ル
の

ロ
ビ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
空
間
の

多
い
広
々
と
し
た
店
だ
。
大
理

石
の
テ
ー
ブ
ル
、
白
い
レ
ザ
ー

張
り
の
ソ
フ
ァ
ー
、
真
中
に
ピ

ア
ノ
（
毎
夜
生
演
奏
を
し
て
い

る
）
ピ
ア
ノ
の
上
に
華
や
か
な

カ
ト
レ
ア
の
鉢
植
え
。
テ
ィ
ー

カ
ッ
プ
や
皿
も
賛
沢
な
物
を
使

っ
て
い
る
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
近
く
の
オ

フ
ィ
ス
か
ら
余
裕
と
空
間
を
求

め
て
人
が
殺
到
。
余
裕
だ
け
で

☆
ゆ
っ
た
り
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な

ラ
ウ
ン
ジ
「
カ
ト
レ
ア
」

「
き
み
は
バ
ラ
よ
り
美
し
い
」

ん
だ
け
ど
、
カ
ト
レ
ア
も
バ
ラ

よ
り
美
し
い
と
ふ
と
思
っ
た
ラ

ウ
ン
ジ
を
ご
紹
介
。
京
町
筋
の

ク

識Ｉ
好
評
を
得
て
い
る
。

ト
リ
ド
リ
コ
ー
ス
は
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
豊
ん
だ
坦
種
の
く
し
が

並
び
１
６
０
０
円
と
手
ご
ろ
。

若
い
女
性
だ
け
で
入
っ
て
も
安

心
で
す
。
新
し
い
神
戸
の
味
を

お
試
し
く
だ
さ
い
。

生
田
区
下
山
手
通
２
‐
咽

（
生
田
神
社
西
門
す
ぐ
）
雷
弧
１
３
０
２

８
日
曜
休
Ｐ
Ｍ
５
１
Ｐ
Ｍ
哩

★
料
｛
二
「
蕗
」
の
味
を

そ
っ
と
教
え
ま
す

花
隈
の
料
亭
「
蕗
」
の
料
理

長
半
田
さ
ん
直
々
の
料
理
教
室

が
毎
月
１
回
蕗
で
開
か
れ
て
い

る
。
本
格
懐
石
料
理
を
味
わ
い

学
ぶ
会
と
称
し
て
、
い
つ
も
は

秘
密
の
料
亭
の
味
を
親
切
に
教

え
て
く
れ
る
。

会
費
／
７
千
円

日
時
／
４
月
中
旬
、
５
月
上
旬
そ
れ
ぞ
れ

水
暇

お
問
い
合
わ
せ
湾
３
８
２
１
０
１
８
１

「
蕗
」
ま
で

☆
に
し
む
ら
卯
俳
が
芦
屋
に

ぴっと･ いん

在

癖詫嫡識.
まるでホテルのロビー

な
く
コ
ッ
ク
さ
ん
の
味
の
方
も

十
分
な
力
量
で
あ
る
。

ち
な
み
に
こ
こ
の
社
長
は
お

医
者
さ
ん
な
の
で
す
。

生
田
区
京
町
船
第
一
生
命
ピ
ル
－
Ｆ

貧
３
２
１
１
３
３
１
１

営
業
時
間
９
Ａ
Ｍ
ｌ
ｍ
Ｐ
Ｍ
日
祝
休

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ｎ
Ａ
Ｍ
１
２
Ｐ
Ｍ
５
０

０
円
１
１
０
０
０
円
、
ス
テ
ー
キ
３
０
０

０
円
車
エ
ビ
の
フ
ラ
イ
３
０
０
０
円

オ
ー
ル
ド
ポ
ト
ル
キ
ー
プ
３
５
０
０
円

☆
神
一
戸
の
味
へ
ア
タ
ッ
ク

欧
風
や
き
烏
と
は
？
セ
ロ
リ

巻
・
し
そ
巻
。
あ
す
ば
ら
巻
…

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
ひ
と
味
違
っ

た
や
き
烏
の
こ
と
。
ト
リ
ド
リ

と
い
う
変
わ
っ
た
名
の
お
店
、

オ
ー
ナ
ー
は
倉
掛
さ
ん
と
い
う

若
い
ご
夫
婦
で
限
り
な
い
意
欲

を
も
っ
て
新
し
く
て
美
味
な
味

を
追
求
中
。
そ
し
て
も
ち
論
、

静舟．

１
４０
１

~』

芦居店完成予想図

阪
神
芦
屋
駅
南
側
に
、
に
し

む
ら
瑚
誹
が
３
月
鉦
日
に
オ
ー

プ
ン
。
駅
の
傍
で
と
て
も
便
利

な
場
所
に
、
コ
ー
ヒ
ー
の
老
舗

が
で
き
た
と
あ
っ
て
、
芦
屋
っ

子
た
ち
は
大
喜
び
だ
。

設
計
。
施
工
は
神
戸
日
建
、

白
い
壁
の
２
階
建
て
。

麓
０
７
９
７
（
皿
）
０
５
８
０

●
神
戸
一
つ
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

洋
菓
子
と
喫
茶

モ
ン
ト
ル
ー

芦
屋
本
店
／
阪
神
芦
屋
駅
山
側

麓
０
７
９
７
１
３
１
１
１
７
８
１

岡
本
店
／
阪
急
岡
本
駅
西
１
０
０
米

第
２
ア
カ
ギ
ビ
ル

雷
０
７
８
１
４
５
１
１
８
８
９
１

酒
落
た
純
フ
ラ
ン
ス
菓
子

で
お
馴
染
み
の
モ
ン
ト
ル
ー

か
ら
、
ト
リ
フ
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
が
新
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

ト
リ
フ
は
西
洋
松
露
と
い
わ

れ
る
小
さ
く
て
高
価
な
き
の

こ
で
そ
れ
に
型
が
似
て
い
る

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
す
。

本
場
ス
イ
ス
の
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
を
練
り
あ
げ
て
一
粒
一

粒
丹
念
に
作
ら
れ
た
焔
種
類

は
研
究
を
重
ね
た
自
信
作
。

洋
酒
の
効
い
た
ア
ダ
ル
ト
な

味
が
な
か
な
か
の
評
判
で

す
。
ケ
ー
ス
内
の
お
皿
か
ら

一
粒
ず
つ
好
き
な
種
類
を
選

び
取
る
楽
し
さ
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
一
粒
馴
円
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
．
、
巧

．
、
別
．
入
り
の
詰
め
合
わ

せ
も
あ
り
ま
す
。

議蕊蕊蕊蕊蕊議蝿蕊蕊識蕊綴蕊
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雪
織
甥
蝉
憩

》
蕊
雪
鳴
蕊

驚
・
豊
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バス停《中山手1 丁目》南側角
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潜り戸を通って
" 花" のおふくろさんの味
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お好み定食
天プラ定食
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寄せ鍋
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大衆料理から高級料理まで御注文に応じて
本場の中国料理の味を御賞味いただいています
料理長李昌玲( オリエンタルホテル中国料理講師）

今月のお料理

涼伴胞魚( アワビの姿造り) 一上左一
羊城魚滑( 中華風魚サシミ) - 上右一
龍蝦冷盤( 特製伊勢エビ前菜盛合せ) 一下左一
開１－１察(中華菓子) _下右－
新しいスタートを世界の味で

各種パーティのご予約を承っています
ご予算にお応えしますのでお気軽にご相談下さい

中|重i料理
、賓乏和飯店 142

１１：００ＡＭ～９：０ＯＰＭ，火曜日休み
元町１番街浜側中華街（大丸西口入る）

青3 9 2 - 1 9 8 2

お
申
込
み
は
「
た
か
は
し
も
う
出
版
会
」
（
月
刊
神
戸
っ
子
編
集
部
内
）

送
金
方
法
／
太
陽
神
戸
銀
行
三
宮
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
支
店
普
通
預
金
蚕
五
・
一
七
○
四
「
た
か
は
し
も
う
出

版
会
」
ま
た
は
月
刊
神
戸
っ
子
あ
て
現
金
送
金
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
「
最
新
カ
ラ
ー
マ
ン
ガ
」
（
９
頁
）

「
笑
点
加
年
」
茄
頁
）
「
似
顔
絵
一
○
○
人
」
煎
頁
）

「
ニ
ュ
ー
ス
マ
ン
ガ
家
の
一
日
」
（
４
頁
）

二
、
五
○
○
円

〔
送
料
一
一
○
○
円
）

ニ
ュ
ー
ス
漫
画
〈
神
戸
新
聞
〃
笑
点
〃
〉
を

必
死
の
パ
ッ
チ
で
描
き
続
け
て
七
、
○
○
○
回
（
二
○
年
）
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３
月
灯
日
改
装
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
名
前
は
や
は
り
「
ケ
ー

キ
サ
ル
ー
ン
・
ベ
ル
」
ス
ペ
ー

ス
が
今
ま
で
の
２
倍
、
セ
ン
タ

ー
プ
ラ
ザ
の
通
路
を
は
さ
ん
で

２
軒
の
ベ
ル
が
あ
る
ん
で
す
。

（
混
ん
で
も
大
丈
夫
っ
て
こ
と
）

さ
て
こ
の
ケ
ー
キ
サ
ル
ー
ン

ベ
ル
は
、
そ
ん
じ
よ
そ
こ
ら
の

ケ
ー
キ
ハ
ウ
ス
と
違
う
ん
で
す

よ
。
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、
ス
ト
ロ

ベ
リ
ー
ト
ル
テ
、
エ
ク
レ
ア
や

ザ
ッ
ハ
ト
ル
テ
な
ど
な
ど
の
べ

■
。
、
■
０
８

０

１
１４３
１

☆
パ
リ
か
ら
帰
っ
て
き
た

ヒ
ロ
タ
の
ケ
ー
キ

元
町
３
丁
目
の
ヒ
ロ
タ
が
改

装
、
白
い
壁
の
明
る
い
テ
ィ
ー

ル
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。
喫
茶

室
の
奥
に
は
ガ
ラ
ス
張
り
の
キ

ッ
チ
ン
。
こ
こ
で
ケ
ー
キ
を
焼

い
て
い
る
ん
で
す
。

シ
ェ
フ
は
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通

り
の
ヒ
ロ
タ
で
長
い
間
修
窒
〈
を

し
て
い
た
人
で
、
神
戸
の
ヒ
ロ

タ
が
改
装
し
た
の
を
機
会
に
里

帰
り
と
い
う
わ
け
。
お
土
産
は

パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
に
鍛
え
ら
れ
た

ケ
ー
キ
や
パ
イ
、
タ
ル
ト
。
一

番
の
自
慢
は
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
と

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
。
こ
こ
の
ア
シ

プ
ル
パ
イ
は
焼
き
た
て
の
熱
々

パ
イ
で
、
り
ん
ご
の
甘
ず
つ
ぱ

さ
が
と
て
も
引
き
立
つ
ん
で
す

よ
。
白
い
壁
に
版
画
が
か
か
っ

☆
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
は
お
好
き
で
す
か
？

モ
ロ
ゾ
フ
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
ハ
ウ
ス
が

京
都
河
原
町
フ
ジ
ィ
大
丸
１
Ｆ
に
で
き

ま
し
た
。
京
都
の
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
。
ち
な
み
に
モ
ロ
ゾ
フ
の
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
は
全
部
で
５
種
類
も
あ
る
ん
で

す
。
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、
ア
ッ
プ
ル

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
ケ

ー
キ
、
サ
ワ
ー
チ
ェ
リ
ー
入
り
ク
リ
ー

ム
チ
ー
ズ
そ
し
て
チ
ー
ズ
タ
ル
ト
。
１

日
１
個
ず
つ
味
見
し
た
と
し
て
も
５
日

間
か
か
る
わ
け
だ
！

☆
上
着
を
取
っ
た
男
性
た
ち
の
シ
ャ
ツ

姿
が
目
立
つ
季
節
。
女
性
も
そ
う
な
の

で
す
が
こ
の
春
は
〃
シ
ー
ス
ル
ー
″
で

軽
や
か
に
装
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
神
戸

シ
ャ
ツ
か
ら
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
。
無
地

の
明
る
い
色
、
柄
物
、
と
も
に
薄
物
生

地
を
沢
山
『
△
何
。
少
し
透
け
る
生
地
を

使
っ
て
年
配
の
方
も
流
行
を
楽
し
ん
で

ご
ら
ん
に
な
っ
て
は
？

雷
３
３
１
‐
２
１
６
８

☆
ユ
ー
ハ
イ
ム
コ
ン
フ
ェ
ク
ト
の
ユ
ー

パ
ン
の
新
し
い
種
類
２
つ
。
く
る
み
入

り
ユ
ー
パ
ン
と
チ
ー
ズ
ュ
ー
パ
ン
。
蜂

密
の
香
り
高
い
甘
味
で
、
日
曜
日
の
ブ

ラ
ン
チ
に
人
気
の
ユ
ー
パ
ン
な
の
で
新

製
品
２
種
は
大
歓
迎
。
３
５
０
円
。

☆
大
丸
屋
上
の
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
直
営
の
ピ
ア
サ
ロ
ン
が
４
月
四
日
か

ら
オ
ー
プ
ン
。
大
ジ
ョ
ッ
キ
５
０
０

円
、
中
ジ
ョ
ッ
キ
３
３
０
円
で
す
。
暖

か
な
冬
だ
っ
た
せ
い
か
い
つ
も
よ
り
１

ケ
月
早
い
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
オ
ー
プ
ン

で
す
。
春
の
宵
、
う
ら
ら
に
飲
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。

★
カ
ス
カ
ー
ド
・
デ
リ
岡
本
店
が
３
月

配
日
に
オ
ー
プ
ン
。
阪
急
岡
本
南
側
の

お
馴
染
み
カ
ス
カ
ー
ド
、
お
い
し
さ
も

ム
ー
ド
も
グ
レ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
新
し

く
な
り
ま
し
た
。

☆
お
詫
び
。
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た

北
野
ク
ラ
ブ
の
ア
イ
ク
・
コ
ー
ル
・
シ

ョ
ウ
は
、
ア
イ
ク
の
来
日
延
期
で
取
り

や
め
に
な
り
ま
し
た
。
ご
迷
惑
を
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

神戸百店会
だより

⑪
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

ここで作るのです

ケーキがいっぽいの「ベル

て
い
て
、
元
町
通
り
の
新
し
い

カ
フ
ェ
・
ド
・
テ
と
い
う
か
ん
じ

■
ヒ
ロ
タ
／
雷
３
３
１
１
２
３
４
０

毎
月
第
３
水
曜
休

★
ベ
ル
の
セ
ン
タ
ー
街
店
が

２
倍
に
な
り
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
ー
Ｆ
ベ
ル

本
店
の
ケ
ー
キ
サ
ル
ー
ン
が
、

で
た
。
Ｌ
・

砂
Ｍ
・
Ｓ
サ

煙
イ
ズ
で
日

耗
地
上
質
の

一
コ
ッ
ト
ン

カ鋒
峠
雄
粋
娠

の
プ
リ
ン
ト
で
す
。
１
枚
２
０

０
０
円
。

ま
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
シ
ョ
ッ

プ
コ
コ
山
岡
も
３
月
か
ら
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
に
仲
間
入
り

し
ま
し
た
。

ル
の
ケ
ー
キ
に
生
ク
リ
ー
ム
と

特
製
ソ
ー
ス
（
バ
ニ
ラ
・
イ
チ

ゴ
・
カ
ラ
メ
ル
・
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
・
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
）
が
つ
い

て
き
ま
す
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く

″
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
〃
・
生
ク
リ
ー

ム
や
ソ
ー
ス
は
ケ
ー
キ
の
味
を

引
き
立
て
る
こ
と
、
ケ
ー
キ
好

き
の
人
に
は
も
う
常
識
。

■
ケ
ー
キ
サ
ル
ー
ン
ベ
ル

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
ー
Ｆ

雷
３
３
１
１
０
０
２
１

☆
三
周
年
で
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ク

「
え
っ
？
も
う
な
の
？
」
な
の

で
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク

３
年
目
を
迎
え
た
春
。

３
月
記
日
か
ら
４
月
４
日
ま

で
、
泌
日
は
ダ
・
カ
ー
ポ
、
妬

日
は
古
時
計
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

春
の
公
園
市
を
は
じ
め
と
し
て

３
周
年
記
念
の
数
々
の
催
し
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
３
周
年

を
記
念
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ

ー
ク
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
で
き
ま
し

両
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ｉその２はＣＩＴＹＧ
Ａ

Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｌ
Ｙ
。
版
画
作
品
を
中

心
に
。
４
月
即
日
ま
で
関
根
伸

夫
展
衝
３
３
’
１
３
６
３
６

架空通信N o . １

１
１４４
１

☆
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に

大
遊
園
地

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
大
人

気
。
制
度
回
転
、
急
流
滑
り
、

逆
発
進
な
ど
な
ど
、
ア
メ
リ
カ

で
生
ま
れ
た
型
世
紀
の
大
人
の

昌
険
だ
。
さ
て
そ
の
大
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー
が
神
戸
に
で
き

る
。
昭
和
砺
年
３
月
の
完
成
予

定
で
計
画
中
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
の
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
。
卿

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
緑
の
公
園
の
中

に
、
帆
船
の
形
の
建
て
物
（
食

堂
。
舞
台
に
使
え
る
）
そ
し
て
ｎ

種
類
の
遊
戯
機
を
配
置
す
る
。

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
、
東
洋
一

の
大
観
覧
車
、
回
転
ブ
ラ
ン
コ
、

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
数
々

ス
リ
ル
を
求
め
る
神
戸
っ
子

に
新
し
い
遊
び
場
が
で
き
る
の

が
楽
し
み
ノ
．

★
開
か
れ
た
庭
「
架
空
通
信
」
と

「
架
空
通
信
講
座
」
ス
タ
ー
ト
ノ

画
家
の
津
高
和
一
氏
が
、
自

ら
悪
女
の
深
情
け
と
い
わ
れ
る

程
の
執
念
を
傾
け
て
き
た
「
架

空
通
信
」
の
創
刊
と
、
津
高
塾

ボ
ケ

盤
に
し
た
多
角
的
な
諸
芸
術
分

野
へ
の
展
開
と
接
解
し
た
い
人

た
ち
、
ま
た
ア
ー
チ
ス
ト
、
鑑
賞

者
た
ち
の
た
め
の
も
の
で
、
津

高
氏
の
、
ア
ー
ト
を
開
か
れ
た

自
庭
で
ス
パ
ー
ク
さ
せ
る
宇
宙

的
発
想
が
、
根
を
落
ろ
し
序
々

に
発
芽
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

架
空
通
信
講
座
事
務
局
（
西
宮
市
高
木
西

町
９
ノ
６
津
高
和
一
方
麓
（
０
７
９
８
）

師
－
６
５
２
４
入
会
金
１
万
円
。
会
員

／
一
コ
ー
ス
３
ケ
月
３
万
円
前
納
○
臨
時

会
員
は
当
日
５
千
円
券
。
開
講
日
は
第
３

土
晒
日
午
後
１
時
半
１
３
時
半
迄
３
時
に

テ
ィ
タ
イ
ム
／
先
着
如
名
／
講
師
・
赤
尾

兜
子
・
足
立
巻
一
・
石
浜
恒
夫
・
木
村
重

信
・
杉
山
平
一
・
須
田
勉
太
・
針
生
一
郎

・
福
田
紀
一
・
矢
内
原
伊
作
・
津
高
和
一

他
多
彩
な
誹
師
陣

☆
特
色
の
あ
る
画
廊
が

相
次
い
で
オ
ー
プ
ン

そ
の
１
は
今
年
１
月
か
ら
開

廊
の
東
門
画
廊
。
東
門
筋
に
あ

り
現
代
美
術
作
家
に
門
戸
を
開

い
た
場
で
、
堀
尾
貞
治
さ
ん
が

企
画
を
任
さ
れ
て
い
る
。
兵
庫

の
ぼ
ん
く
ら
か
ら
一
歩
進
ん
だ

よ
う
な
場
で
面
白
い
の
は
日
本

舞
踊
と
生
花
の
文
化
教
室
も
併

設
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

雪
３
３
１
‐
７
９
３
５

品
展
」
へ
と
改
称
し
た
が
、
常

に
作
品
を
見
る
人
間
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
開
い

て
き
た
。

創
刊
さ
れ
た
季
刊
「
架
空
通

信
」
は
〃
想
像
か
ら
創
造
へ
〃

を
テ
ー
マ
に
、
現
代
美
術
の
作

家
皿
名
が
加
わ
っ
て
作
家
の
原

点
を
語
り
、
３
月
５
日
１
，
日

大
阪
府
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は

「
架
空
通
信
・
展
」
を
釦
名
の

作
家
が
出
品
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
と
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
展
開
し
た
。
同
時
に

「
架
空
通
信
講
座
」
が
、
津
高
和

一
氏
の
自
宅
で
開
か
れ
る
。
こ

の
講
座
は
現
代
造
型
芸
術
を
基

啓
発
図
書

「
ち
え
お
く
れ
の
話
」
好
評
頒
布

ち
え
お
く
れ
の
問
題
の
社
会
啓
発
を

目
的
と
し
た
本
運
動
で
は
、
誰
に
で
も

手
軽
に
親
し
め
る
啓
発
図
書
「
ち
え
お

く
れ
の
話
」
を
頒
布
し
て
い
ま
す
。

初
版
が
、
昭
和
四
十
四
年
で
現
在
ま

で
に
六
版
と
版
を
正
ね
、
発
行
部
数
も

五
万
冊
を
突
破
し
て
、
か
く
れ
た
ベ
ス

ト
セ
ラ
Ｉ
で
す
。

著
者
の
伊
藤
隆
二
先
生
は
、
神
戸
大

学
教
授
で
障
害
児
教
育
に
つ
い
て
は
、

わ
が
国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
著
名
な
方

で
す
。
ま
た
、
本
連
動
の
顧
問
で
す
。

こ
の
先
生
が
、
ち
え
お
く
れ
の
問
題
を

十
分
か
み
く
だ
き
、
『
中
学
生
で
も
読

め
る
啓
発
図
書
」
を
執
華
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

本
書
は
、
こ
う
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
木

で
、
全
国
各
地
へ
広
く
頒
布
さ
れ
て
い

ま
す
。二

月
八
日
付
の
朝
日
新
聞
夕
刊
で
、

本
書
の
こ
と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
早
速
そ
の
日
か
ら
問
合
わ
せ
電
話

と
注
文
が
、
続
々
と
き
ま
し
た
。
こ
の

十
日
余
り
は
、
本
書
の
発
送
で
て
ん
や

わ
ん
や
の
忙
し
さ
で
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
読
者
か
ら
、
本
書
に
対
す
る
お
ほ

め
の
こ
と
ば
も
、
多
数
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

の
機
会
に
み
な
さ
ま
も
、
ぜ
ひ
一

読
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す

○
頒
価
三
百
円
（
〒
百
二
十
円
）

五
冊
以
上
割
引
あ
り

○
大
学
、
保
専
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
に

○
福
祉
関
係
者
の
研
修
テ
キ
ス
ト
に

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
母
親
教
室
に

○
教
員
、
保
母
の
研
修
用
に

○
障
害
児
の
親
や
兄
弟
の
研
修
に

申
込
み
問
合
わ
せ
は

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

○
七
八
－
二
五
一
’
八
一
六
一

と
も
い
え
る
「
架
空
通
信
講
座
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
毎
年
秋
に

自
庭
で
開
か
れ
て
き
た
作
品
展

も
血
回
を
迎
え
「
対
話
の
た
め

の
作
品
展
」
が
「
架
空
通
信
作

認壁

蕊溌識蕊

Ａギャラリー・ド．ラペの平田さん

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動
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荊
尭
コ
ン
沈
序
平
麻
知
子
、
、
ス
ペ
イ
ン
の
生
ん
だ
奇
跡
の
締
ｗ
剣
か
斜
里
謹
蕊
§
悪
間
一
第
５
回
現
代
洋
画
秀
酢
娠
咽
１
４
／
咽

谷
健
二
、
岡
田
敬
二
）

’
145

さ
ん
が
ぎ
や
ら
り
－
．
ル
ナ
を
。
神
戸
国
際
会
館
大
ホ
ー
ル

る
こ
と
に
な
っ
た
。

呉
蕪
建
蝿
鶴
Ｚ
鱈
誹
窯
謹
賓
。
漂
細
詞
灘
緊
権
ィ
硫

雷
２
５
１
１
０
８
０
３

１
Ｆ
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ド
・
ラ
料
の
優
品
を
一
堂
に
展
覧
ペ
ィ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
活
躍

４
３
７
副
Ｅ
歩
漉
う
う
３
３
し
た
建
築
家
で
あ
り
、
代
表
作

皿
蝿
嘆
弼
岡
野
鍵
日
鮒
謝
理
鮒
卿
辱
虹
鵠
鶴
悪
評
飛
蕊
羅
篭
灘
濯
ｌ
扇
／
‐

く
１

門
。
麓
２
２
２
１
１
５
’
８

が
オ
ー
ナ
ー
で
リ
ト
グ
ラ
フ
専
確
鐸
鍾
逝
識
謹
硫
磁
塞
」
「
騨
鉢
奉
衛
勃
志
謝
御
唖
鐸
詞
蓉
邪
唯
堆
準
癖
需
蝿
停
鑓
河
恰
鍾
蹄
郷
程
／
卯

☆
か
え
っ
て
き
た
ョ
；
勘
し
う
。

で
弟
子
達
に
よ
っ
て
建
設
が
続
；
：
：
：
…
；

抽多鍔林子熱蒼慧
、ズ､弓<村ろ

i蟻
燕トるよ築

携零総浮、、者てと浪宣ま独年こ鴬
霜債謙は

テ鯉騨具

岩
崎
隆
一
郎
、
福
井
和
郎
）
ロ
ハ
入
掛
科
Ｖ
大
人
６
０
０
円
（
４
５
０
円
）

ツ
ク
・
キ
ャ
ン
デ
イ
ー
ズ
（
谷
輪
壁
珪
哩
雌
即
訓
哨
吟
咽
廊
恥
湘
表
祁
吋

村
新
司
、
山
本
峰
幸
、
松
田
幸
は
前
売
。
な
お
、
前
売
は
本
誌
で
も
扱
っ

ユ
ビ
リ
ー
Ｏ
Ｂ
の
会
主
催
で
、
漆
器
木
・
竹
製
品
八
よ
そ
お
う
Ｖ
染
識
「
夢
を
撒
く
」
上
梓
☆
キ
タ
ノ
サ
ー
カ
ス

当
時
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
ボ
ー
蕊
渥
齢
能
詐
姪
ん
禦
鍵
譲
鮎
蝿
繕
鰯
雫
灘
論
究
蝿
！
／
鯛

総
〈
斯
川
翰
儒
縄
鰐
灘
鮮
、
「
瀧
溌
撫
鮮
孤
繕
版
。
詩
集
「
お
く
ら
と
ゅ
う
れ
畔
膳
寿
牒
ヤ
ラ
洲
妬
１
４
／
型

一
一
、
松
本
俊
行
、
芝
川
又
美
、
八
ま
い
る
Ｖ
絵
画
な
ど
。
い
の
胤
」
（
昨
年
２
月
発
行
）
に
黄
芦
屋
ギ
ヤ
礼
池
別
、
琴
る
て

一
、
島
津
ち
づ
子
）
フ
ー
リ
ッ
て
い
ま
す
。
曾
郵
１
２
２
４
６

シ
号
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
フ
ッ
ド
（
堀
☆
神
戸
ガ
ウ
デ
ィ
ー
展

内
孝
雄
、
松
居
功
）
ソ
ウ
ル
エ
５
月
に
開
催

ｆ
１

☆
か
え
っ
て
き
た
ョ

の
伝
統
・
暮
ら
し
の
美
」
展
が
一
夫
多
一
え
求
稚
，
遥
兇
を
一
・
Ｖ
北
大
路
会
山
人
・
河
恰
鍾
蹄
榔
躍
／
”

こ
れ
は
、
昨
年
か
ら
今
春
に
森
醸
言
健
誕
巷
誇
症
鍵
織
酔
鍛
昧
極
潅
諦
瞳
大
谷
記
憶
鐸
琉
嘩
５
／
６

ポ
ー
ト
ジ
ュ
ビ
リ
ー

開
か
れ
る
。

今
加
代
以
上
の
人
な
ら
き
っ
か
け
て
米
国
三
大
都
市
を
巡
回
る
。
建
築
家
ガ
ゥ
デ
ィ
ー
の
作
★
滴
翠
美
術
館

と
か
っ
て
の
〃
思
い
出
″
の
’
し
て
好
評
を
博
し
た
「
日
本
民
風
は
そ
の
独
特
な
形
態
の
表
現
蕊
熊
哩
・
第
１
郵
金
鰐
錨

つ
に
ポ
ー
ト
・
ジ
ュ
ピ
リ
ー
を
俗
美
術
展
」
の
出
品
物
が
日
本
に
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
自
☆
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

瀧
蕊
羅
議
雑
窯
粥
蕊
零
雛
蕊
艦
裟
難
灘
蕊
腿
撫
羅

叩
梁
調
読
窪
稗
嘩
何
》
智
痘
乎
娠
噸
鑑
蝿
馳
盟
訓
割
韓
唾
鴎
祁
鐘
群
紳
唾
姪
昨
麹
稚
確
認
容
の
譜
椛
蝿
弄
癖
鍋
ト
ギ
僻
《
岬
Ⅲ
盤
〃
塞

瀦
維
識
鍔
懸
鰐
鍬
唾
郭
患
姪
班
鵠
面
鎚
憾
謝
群
誕
縞
議
謹
講
剥
展４／哩
１
４
／
Ⅳ

い
た
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た
。
そ
展
示
さ
れ
る
。
３
０
０
点
が
展
示
さ
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
〃
渦
″
展
４
／
通
１
４
／
型

の
ポ
ー
ト
・
ジ
ュ
ピ
リ
－
よ
再
八
主
な
内
容
Ｖ

主
催
／
神
戸
ガ
ウ
デ
ィ
ー
展
委
員
会
雌
峠
愉
汚
型
刈
嘩
じ
催
か
”
１
４
／
理

び
！
と
４
月
配
日
ポ
ー
ト
・
ジ
「
日
々
の
暮
ら
し
」
八
た
べ
る
Ｖ
陶
磁
☆
山
本
博
繁
第
２
詩
集
菅
原
沈
人
個
展
４
／
型
１
４
／
恥

》
癖

そ
の
３
ル
ナ
画
材
の
工
藤
４
月
郡
日
（
木
）
６
時
釦
分
開
演
ま
で
さ
ん
ち
か
広
場
で
催
さ
れ

５
月
Ⅳ
日
（
木
）
か
ら
塑
日
（
火
）
浮
浪
性
を
４
部
（
Ｉ
神
戸
・
三 ｢ 夢を撒く」

瀞

群謹嘩鞄舘鑑弼錘躍 j 惣蝿

ア
ン
ト
ニ
‐
二
銅
版
鴻
迦
１
４
／
型

☆
三
越
神
戸
店
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

花
と
女
性
を
描
く
現
碓
袖
確
匿
峠
娠
遁

古
萩
か
ら
現
代
ま
で
萩
焼
名
品
展
》

４
／
平
４
４
／
釦

☆
そ
ご
う
神
戸
店
美
術
画
廊

佐
藤
走
波
陶
芸
展
４
／
６
１
４
／
皿

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



能
の
最
高
の
名
曲
と
い
わ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
愛
好
の
人
士

れ
て
い
る
「
松
風
」
は
松
風
に
と
っ
て
は
、
か
け
が
え
の

村
雨
姉
妹
の
物
語
り
で
そ
の
な
い
曲
ば
か
り
で
あ
る
。

舞
台
は
須
磨
で
あ
る
。
馴
染
こ
ん
な
旧
跡
は
京
都
は
非

深
い
曲
に
「
敦
班
」
が
あ
る
。
常
に
大
切
に
し
て
い
る
。

平
敦
盛
の
曲
で
あ
り
遺
跡
神
戸
で
は
、
無
残
に
も
放

宮
界
隈
に
て
、
Ⅱ
新
聞
を
読
む
１
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト
八
主
催
・
あ
さ
れ
た
８
人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

浮
浪
者
、
Ⅲ
日
々
の
中
で
、
Ⅳ
い
御
影
神
戸
後
援
会
季
賀
芳
樹
会
長
Ｖ
な
る
神
戸
陶
芸
八
人
会
の
春
季

‐
巳
伊
ｂ
Ｕ
も

オ
キ
ナ
ハ
と
神
戸
で
）
に
分
け
を
開
い
た
。

て
詩
い
あ
げ
て
い
る
。
表
紙
画
あ
い
御
影
さ
ん
は
、
原
語
力

は
宮
崎
潤
二
さ
ん
、
写
真
は
我
に
よ
る
歌
の
心
、
そ
し
て
素
晴

撮
者
さ
ん
。
し
い
歌
唱
力
で
も
っ
て
歌
い
続

兵
庫
部
落
問
題
研
究
所
発
行
け
て
釦
有
余
年
の
ベ
テ
ラ
ン
本

１
５
０
０
円
格
派
歌
手
。
今
年
７
月
に
は
有

☆
あ
い
御
影
初
め
て
馬
徹
と
ノ
ー
チ
ェ
ク
バ
ー
ナ
と

神
戸
で
コ
ン
サ
ー
ト
共
に
ソ
連
楽
旅
の
予
定
も
あ
っ

神
戸
生
ま
れ
の
ラ
テ
ン
シ
ン
て
張
り
切
っ
て
い
る
。

ガ
ー
、
あ
い
御
影
さ
ん
が
、
去
当
夜
は
伴
奏
陣
に
江
藤
嘉
昭
今
回
は
女
性
４
人
が
発
表
す
る

蝋
篭
鎚
磯

一
加
年
前
に
こ
ん
な
話
を
持
生
田
の
森
を
背
景
に
曲
が
成
て
も
恥
か
し
い
限
り
で
あ

一
出
し
た
ら
吾
の
忙
が
し
い
り
立
っ
て
い
る
。
外
に
「
忠
る
。
ま
し
て
、
文
化
都
市
、

一
時
に
」
と
一
笑
に
付
さ
れ
た
度
」
「
知
章
」
と
い
っ
た
源
神
戸
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

一
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。
平
の
合
戦
を
テ
ー
マ
に
し
た
標
傍
す
る
限
り
は
、
ま
ず
、

一
し
か
し
、
今
は
真
剣
に
間
曲
は
殆
ん
ど
が
神
戸
を
舞
台
こ
う
い
っ
た
文
化
的
遺
産
を

一
い
て
も
ら
え
る
時
代
に
な
っ
に
し
て
い
る
。
芦
屋
処
女
の
大
切
に
し
て
ほ
し
い
も
の

一
た
こ
と
は
有
難
い
こ
と
だ
。
物
語
り
は
能
「
求
塚
」
に
な
だ
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
街
に

一
元
来
、
神
戸
と
能
と
は
由
縁
っ
て
い
る
。
「
玄
象
」
と
い
う
る
お
い
が
出
来
て
く
る
と

一
が
深
い
。
こ
れ
は
よ
く
知
ら
う
曲
「
須
磨
源
氏
」
「
俊
成
思
う
の
だ
が
。
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６
０
Ｂ
０
０
０
０
＃
０
０
９
ｈ
０
０
８
０
ｂ
Ｄ
Ｕ
Ｐ
０
■
０
０
０
０
０
０
Ｄ
０
０
ｉ
ｉ
ｒ
０
０
ｄ
０
０
ａ
０
９
０
０
８
０
０
０
０
０
■
０
９
０
０
０
９
０
０
０
０
０
４
０
■
０
０
ｇ
０
ｐ
０
０
０
Ｕ
０
０
０
Ｆ

蝋
計花 時

敦
盛
塚
も
あ
る
。
「
飯
」
と
か
っ
た
ら
か
し
で
あ
る
。
い
か

「
松
風
」
と
「
敦
盛
」

「
生
田
敦
盛
」
と
い
う
曲
は
に
風
流
の
心
が
な
い
と
い
つ

醤

!§１
９ 熱唱あい御影

伴奏の玉利茂樹さん( 中) と
石橋弘樹さん

月展
１７が
日４

れ
て
い
る
。

こ
く
シ
ン
６
胤
一
ノ

楽
し
み
だ
。

神
戸
陶
芸
四
人
展
開
催

舞
子
焼
の
南
汎
さ
ん
に
指
導
廻
哩
畷
先
／
酒
井
重
治
雷
７
５
‐
１
６

忠
度
」
と
い
う
曲
な
ど
も
あ

女四人集まれば･ ･ …・
で目３廊かま１偶れで５３

然る開：｜
に。か､ - ﾉ ８

へたで２２曾画た日

１
１４６
１

●
六
○
ｍ
ｍ
勺
○
の
『

☆
太
本
山
調
勝
寺
貫
龍
基
星
率
須
磨
寺

派
管
長
砿
池
義
人
大
僧
正
の
晋
山
式

が
、
４
月
型
日
（
土
）
午
前
、
時
緬
分
か

ら
鋒
須
磨
寺
士
蕊
が
執
行
さ
れ
、
祝
賀

会
が
寿
楼
で
、
塑
時
釦
分
か
ら
開
か
れ

ま
す
。

☆
こ
の
ほ
ど
鍵
児
童
文
学
の
灰
谷
健
次

郎
さ
ん
が
山
本
布
三
記
念
「
路
傍
の

石
」
賞
を
〃
兎
の
眼
〃
〃
太
賜
の
子
〃

な
ど
で
受
笈
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
，
‐
、
映
画

化
に
次
ぐ
灰
谷
ブ
ー
ム
が
没
透
中
。

☆
望
月
美
佐
さ
ん
が
中
国
へ
。

★
早
川
良
雄
デ
ザ
イ
ン
蛎
務
所
が
移
振

〒
Ⅷ
東
京
都
港
区
赤
坂
８
‐
・
６
１
訂
ス

カ
イ
プ
ラ
ザ
赤
坂
畑
号
室

奮
０
３
（
妬
）
１
０
５
１
，
２

★
作
曲
裳
の
中
村
茂
賎
さ
ん
（
神
戸
大

学
教
育
学
稲
助
教
授
）
が
東
灘
へ
軽
居

さ
れ
ま
し
た
。
新
住
所
〒
剛
神
戸
市
束

漣
区
住
吉
台
妬
・
１
３
雷
８
４
１
‐
４
５

１
７

★
神
戸
（
丸
の
葛
本
昭
三
店
次
長
と
宣

伝
部
の
小
愛
信
太
郎
さ
ん
が
大
阪
大
丸

の
火
津
崎
企
画
部
へ
栄
転
さ
れ
ま
し
た
。

★
そ
ご
う
の
宣
伝
部
長
木
下
昭
道
さ
ん

が
店
次
長
に
栄
振
。
活
鯉
が
期
待
さ
れ

＊
串
，
。

★
梨
国
人
の
ポ
ー
ル
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
さ
ん
が
八
馬
由
加
子
さ
ん
と
４
月
７

日
護
国
神
社
で
挙
式
。
神
戸
ク
ラ
ブ
で

パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
ま
す
。

★
デ
ザ
イ
ナ
ー
，
の
雁
木
尚
子
さ
ん
が
、

福
井
畦
さ
ん
と
、
花
の
如
代
を
充
実
さ

せ
よ
う
と
２
月
３
日
に
挙
式
。
３
月
噸

日
に
プ
ラ
ン
ド
ゥ
プ
ラ
ン
で
披
露
宴
が

開
か
れ
ま
し
た
。
お
妙
で
と
う
／

★
染
色
象
の
小
泉
和
子
さ
ん
が
、
杉
本

文
夫
さ
ん
と
３
月
型
日
に
岡
山
で
挙
式

３
月
妬
日
に
、
キ
ャ
ン
テ
ィ
北
店
で
仲

間
が
染
ま
っ
て
祝
宴
を
開
き
ま
し
た
。

★
闘
崇
の
山
崎
朔
一
一
一
さ
ん
（
見
紀
会
）

が
夫
人
同
伴
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
カ
月
の

旅
へ
。

★
彫
刻
の
小
林
賎
一
郎
さ
ん
が
娠
居
さ

れ
ま
し
た
。
新
住
所
惟
舞
而
市
繁
而
３

丁
目
３
の
弱
麓
０
７
２
７
．
２
３
．
０

１
８
４
で
す
。

★
ト
ッ
プ
ナ
ッ
チ
の
本
務
所
が
移
転
。

新
住
所
は
葺
合
区
琴
緒
町
５
１
７
グ
リ

ー
ン
シ
ャ
ポ
ー
ピ
ル
２
Ｆ

麓
２
４
２
’
２
６
９
５
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最高のおしゃれを

三恵洋服店

ハイセンスの紳士服で

欝
霊
鷲
野
●
‐
熱
…
乳
螺
蕊
辱
堪
舞
驚
躍
溌
擢
警
驚
・
蕊
議
籍
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蕊
蕊
瀧
蕊
篭
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１ 神戸・元町４丁目公( 0 7 8 ) 3 4 1 - 7 2 9 0

5がつ５力'は子供の日
屋根より問い鯉のば～り､ いうもﾉ 唾i なよし､ ｣ ・・たち‐
青やかなおＦさまの成艮はﾉ J 人l ｿ の( B もちやとともに･ ･ ･

念謎藍ヤロ'端
三宮方面でのお買物は- . . 元町方面でのお買物は･ ･ '
さんちか店ツァミリータ' ﾌン元町l I I J 元町通3丁凹I I l I I M
冠 3 9 1 - 4 0 1 5 つ郷 1 ‐帥９０
冥宮店センタープラザI 階允町叫峨ノ２町l 耐１J 不二輔Ｉ
Ｄ漣１－‘ 8 9 鰯念 3 9 1 - 鯨 6 ８

神戸駅前方面でのお買物は
巻: , こうべ山神両捌晦ドI l i
云縄1 . . 6 0 C ｅ

五月人形は元町店､ 元町東店､ さんちか店にて取り扱っております。
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